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総会・理事会 

構 成 [総会]指定代表者 68 名 〔理事会〕理事 24 名、監事 2名 

開 催 [通 常 総 会]年 1 回：6/20 

[通常理事会]年 2 回：5/29,11/26 〔臨時理事会〕6/20,3/30＊（＊書面開催） 

年 度 事 業 計 画 総会及び理事会の開催 

年 度 事 業 報 告 2025 年度第 1 回理事会：2025 年 5 月 29 日(木) 対面及び Teams 併用開催 

会   場：貸会議室 AP 虎ノ門『Ａルーム』 

出席役員数：理事 17 名(来場 15 名、Teams2 名)、監事 2 名(来場 2 名) 

・決議事項 9 議案は、いずれも異議なく承認された。

・承認された決議事項のうち、次の 3 議案(2024 年度決算,定款等の変更案,辞任理

事 3 名の補欠推薦案)は、通常総会に上程することとなった。

・承認された決議事項のうち、次の 3 議案(2024 年度事業報告,2025 年度事業計

画,2025 年度予算案)は、通常総会で報告することとした。

・報告事項(職務執行状況報告)については、特に質問等はなかった。

2025 年度通常総会：2025 年 6 月 20 日(金)開催 

会   場：ホテルグランドアーク半蔵門『光の間』 

出席会員数：指定代表者 65 名(来場 21 名、委任状提出 44 名) 

出席役員数：理事 16 名、監事 2 名 

来   賓：国土交通省 住宅局 松野住宅生産課長 

・決議事項 3 議案(2024 年度決算,理事候補者 3名の選任,定款等変更)は、いずれも

異議なく承認された。

・報告事項 3 議案(2024 年度事業報告,2025 年度事業計画,2025 年度予算)について

は、特に質問等はなかった。

2025 年度第１回臨時理事会：2025 年 6 月 20 日(金) 開催 

会   場：ホテルグランドアーク半蔵門『光の間』 

出席役員数：理事 17 名、監事 2 名 

・副会長選定議案(1 議案)は、出席理事全員の賛成により承認された。

2025 年度表彰式：2025 年 6 月 20 日(金) 臨時理事会終了後、同会場にて開催 

表 彰 件 数：CFT 構造賞 10 作品、功績賞 1 件、功労賞 7名 

出 席 者：CFT 構造賞 27 名(建築主･設計者･施工者)、功績賞 1 名、功労賞 5名 

・藤本会長より、CFT 構造賞･功績賞には賞状が、功労賞には楯が贈呈された。

2025 年度総会懇親パーティー：2025 年 6 月 20 日(金) 開催 

会   場：ホテルグランドアーク半蔵門『華の間』 

出 席 者：総数 212 名(協会関係者 83 名、来賓 129 名) 

来 賓 祝 辞：宿本 尚吾 国土交通省 大臣官房審議官(役職名は当時) 

乾 杯 発 声：成田 潤也 住宅金融支援機構 理事 

・乾杯の発声の後、受賞者が 5 回に分かれて登壇し、司会者が作品名、建築主名、

設計者名、施工者名(CFT 構造賞)、案件名、組織名(功績賞)、受賞者氏名(功労賞)

を読み上げ、紹介した。

・山田運営委員長の中締めの挨拶をもって終了した。

2025 年度第 2 回理事会：2025 年 11 月 26 日(水) 対面及び Teams 併用開催 

会   場：貸会議室 AP 虎ノ門『Ａルーム』 

出席役員数：理事 19 名(来場 14 名、Teams5 名)、監事 2 名(来場 1 名、Teams1 名) 
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・定例議案 2議案(上半期事業報告及び下半期事業計画,上半期決算及び下半期予算)

に加え、特別議案 2 議案(会員入会承認〔正会員：松尾建設(株)／個人会員：2 名〕、

規則類の変更承認)の計 4 議案が決議事項として審議され、いずれも異議なく承認

された。 

・報告事項(職務執行状況報告,新中長期ビジョン検討状況)については、いずれも 

質問等は出なかった。 

2025 年度第 2 回臨時理事会：2026 年 3 月 30 日 決議の省略の方法にて実施 

提 案 者：藤本 裕之 会長 

結 果：2026 年 3 月 30 日付で理事会の決議があったものとみなされた。 

・2026 年 3 月 23 日までに、全理事(24 名)から同意書を、全監事(2 名)から異議の  

ない旨の確認書を受領した。 

・提案事項(2026 年度主要行事予定案,2026 年度(4-5 月)暫定事業計画案,2026 年度

(4-5 月)暫定収支予算案,新中長期ビジョン,規則類の変更,会員入会,決議があった

日を 2026 年 3 月 30 日とする)は、いずれも承認された。 

運営委員会等 

組 織  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運営委員会 （山田委員長：清水建設） 

構 成 委員：正会員(会長･副会長･理事会社)11 社(11 名) 

オブザーバー：国土交通省、住宅金融支援機構、都市再生機構 

年 度 事 業 計 画 ・理事会上程提案事項及びその他共通事項の審議･立案 

・各種委員会等の検討･審議結果並びに総務･人事･財務状況について把握･検討･承認 

委 員 会 開 催 毎月 1 回開催(原則毎月第 1 水曜日)： 

4/2,5/9,6/4,7/2,8/6,9/3,10/1,11/5,12/3,1/7,2/4,3/4（12 回） 

広 報 部 会 

知 的 財 産 権 部 会 

表 彰 選 考 委 員 会 

運 営 委 員 会 

情報･担当者連絡会 

設 備 シ ス テ ム 部 会 

ＣＦＴ構造賞選考部会 

中 高 層 木 造 木 質 建 築 検 討 部 会 

定款等改訂検討部会 

協 会 設 立 3 0 周 年 事 業 検 討 部 会 

Ｈ Ｎ 編 集 委 員 会 
(ハウジングニュース) 

ビ ジ ョ ン 策 定 Ｗ Ｇ 

記 念 誌 発 行 等 Ｗ Ｇ 

※塗りつぶしの部会は、2025 年 6 月末で活動を終了し 7 月で廃止した。 

－3－ (一社)新都市ハウジング協会



年 度 事 業 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回運営委員会：2025 年 4 月 2 日(水) 開催 

（1）2025 年 4 月 1 日付事務局新体制の報告 

（2）2024 年度第 2 回臨時理事会実施報告 

（3）定款変更案の承認及び決議 

・理事･監事及び正会員窓口担当者に意見照会(メール)を実施し異議は出なかった。 

・当案は 5月の理事会に諮り、承認後、総会に諮り承認された。 

（4）運営委員会及び下部組織からの功労賞候補者の推薦承認 

・広報部会より 1 名の推薦があり、承認のうえ表彰選考委員会へ推薦書を提出。 

第 2 回運営委員会：2025 年 5 月 9 日(金) 開催 

（1）2025 年度第 1 回理事会上程議案、議案書(案)の審議及び承認 

（2）通常総会、表彰式、懇親パーティーの開催概要の審議及び承認 

第 3 回運営委員会：2025 年 6 月 4 日(水) 開催 

（1）2025 年度第 1 回情報･担当者連絡会開催報告 

（2）2025 年度第 1 回理事会開催報告 

（3）2025 年度通常総会、臨時理事会、懇親パーティー開催概要報告 

ＹＫＫパッシブタウン視察･見学会：2025 年 6 月 26 日(木)～27 日(金) 

（1）6月 26 日：ＹＫＫパッシブタウン 参加者 30 名 

・ＹＫＫ不動産(株)が持続可能な社会にふさわしいローエネルギーの「まちづくり･

住まいづくり」を目的に、富山県黒部市に建設した木造中高層集合住宅。 

・地場産木材利用、再生可能エネルギーシステムを組み合わせた季節間のエネルギ

ー移動に取り組んでいる。(ヘルマン･カウフマン氏設計) 

（2）6月 27 日：SCOP TOYAMA 参加者 21 名 

・団地再生のモデルケースとして、富山県職員宿舎 3 棟をリノベーション。単なる

物理的な空間の創造にとどまらせず、創業･移住促進を進めることで職住一体の新

しい生活スタイルを生み出している。 

第 4 回運営委員会：2025 年 7 月 2 日(水) 開催 

（1）委員の交代及び紹介(竹中工務店) 

（2）2025 年度通常総会、第１回臨時理事会、懇親パーティー実施報告 

（3）｢定款等改訂部会｣の廃止についての承認及び決議 

・定款変更案及び関係規程の見直し案が、2025 年度第 1 回理事会及び通常総会に

て承認されたことにより所期の目的を達成したため、当部会の廃止が承認され

た。 

（4）ＹＫＫパッシブタウン視察、見学会実施報告 

第 5 回運営委員会：2025 年 8 月 6 日(水) 開催 

（1）協会流動資産の定期預金預け入れについて審議及び承認 

（2）協会ホームページの更新について審議及び承認 

・協会設立 30 周年記念事業の一環として、現在使用しているホームページ作成･ 

編集ツールを最新版にアップグレード 

・約 4 か月かけて移行準備を行い、2026 年 3 月末に移行完了し 4 月 1 日公開予定 

第 6 回運営委員会：2025 年 9 月 3 日(水) 開催 

（1）委員の交代及び紹介(日本設計、長谷工コーポレーション) 

第 7 回運営委員会：2025 年 10 月 1 日(水) 開催 

（1）2025 年度第 2 回理事会上程議案(規則類の変更)の審議及び承認 

（2）日本建築学会大会(九州)概要報告 

－4－ (一社)新都市ハウジング協会



年 度 事 業 報 告 第 8 回運営委員会：2025 年 11 月 5 日(水) 開催 

（1）2025 年度第 2 回理事会上程議案、議案書(案)の審議及び承認

第 9 回運営委員会：2025 年 12 月 3 日(水) 開催 

（1）「2026 年度 CFT 構造賞」応募要領の変更の報告 

第 10 回運営委員会：2026 年 1 月 7 日(水) 開催 

（1）2026 年度運営委員会開催日程(案)の承認

（2）2026 年度事業計画等策定スケジュールの承認

（3）協会設立 30 周年記念事業検討部会報告

① 新中長期ビジョン(案)の構成及び主な修正点

② 組織改正(案)

第 11 回運営委員会：2026 年 2 月 4 日(水) 開催 

（1）2026 年度協会表彰(功績賞･功労賞)候補者推薦依頼(スケジュール、案内方法等)

の審議及び承認 

第 12 回運営委員会：2026 年 3 月 4 日(水) 開催 

（1）協会組織の変更承認

（2）規定類等の変更承認

（3）2026 年度通常総会、協会設立 30 周年記念式典、懇親パーティー開催要領案の

承認

（4）2025 年度第 2 回臨時理事会上程議案の審議及び承認

表彰選考委員会 （山田委員長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 5 社(5 名) 

年 度 事 業 計 画 2025 年度 CFT 構造賞、功績賞、功労賞 受賞者の選考 

委 員 会 開 催 年 1 回開催：4/21 

年 度 事 業 報 告 ・CFT 構造賞選考部会及び各委員会委員長(運営、CFT 造普及、都市居住、長寿命)より

推薦のあった候補作品、組織、個人について選考を行い、以下のとおり理事会に

上程した。(4/21)

CFT 構造賞：10 作品(うち普及 3 作品)／功績賞：1件(1 組織)／功労賞：7 名

・2 月運営委員会にて 2026 年度表彰推薦依頼の件を諮り、各委員会委員長へ 4/3 を

締切日として、「功績賞」及び「功労賞」候補者の推薦依頼を行った。(2/5)

CFT 構造賞選考部会  （今井部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 4 社(5 名) 

年 度 事 業 計 画 2025 年度 CFT 構造賞候補を選出し、表彰選考委員会に推薦 

部 会 開 催 年 1 回開催：4/9 

年 度 事 業 報 告 ・応募作品の中から部会推薦案を決定し、表彰選考委員会へ推薦した。(4/9)

・応募要領･審査方法についての見直しを行った。(11/13)

・2026 年度 CFT 構造賞応募概要を協会 HP に掲載するとともに、会員窓口担当者宛に

メールで案内した。(12/15)

－5－ (一社)新都市ハウジング協会



広 報 部 会 （山田部会長：東京ガス） 

構 成 委員：正会員 9 社(9 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 2025 年度広報活動全般の企画、実施の確認と承認 

・広報部会の開催 

・アーバン･ハウジング･フォーラムの開催(年 3回程度) 

・調査研究発表会の開催(年 1 回) 

・ハウジングニュース編集委員会の活動の確認と承認(新都市ハウジングニュース) 

部 会 開 催 

[広報部会]年 3 回開催：4/22,7/18,10/17（3 回） 

[調査研究発表会]年 1 回開催：10/24 

[ｱｰﾊﾞﾝ･ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ･ﾌｫｰﾗﾑ]年 3 回程度：7/23,12/1,2/16 (3 回) 

年 度 事 業 報 告 

 

[広報部会] 

第 1 回広報部会：2025 年 4 月 22 日(火) 開催 

・2024 年度事業報告及び 2025 年度事業計画の承認 

・2025 年度活動計画の審議･立案 

・新都市ハウジングニュースの状況報告 

・アーバン･ハウジング･フォーラム開催計画の討議 

・調査研究発表会開催計画の報告(2025 年度会場案･開催日等の承認) 

第 2 回広報部会：2025 年 7 月 18 日(金) 開催 

・新都市ハウジングニュースの状況報告 

・第 1 回アーバン･ハウジング･フォーラム実施計画の承認 

・調査研究発表会の開催内容の報告 

第 3 回広報部会：2025 年 10 月 17 日(金) 開催 

・2025 年度上半期事業報告及び下半期事業計画の承認 

・新都市ハウジングニュースの状況報告 

・調査研究発表会の開催詳細の確認 

[調査研究発表会] 

開 催 日：2025 年 10 月 24 日(金)／Teams 併用開催 

会 場：貸会議室『AP 赤坂グリーンクロス』 

参 加 者：<発表会>91 名(来場 44 名(うち非会員 1 名),Teams47 名) 

<交流会>37 名 

プログラム: 

（1）特別講演(2 件) 

｢中高層木造建築物の展望について｣ 

講演者：中高層木造木質建築検討部会 五十田部会長 

｢大規模地震発生後の RC 造共同住宅の継続使用性評価手法に関する検討｣ 

講演者：耐震性能に基づく性能表示検討部会 全体委員会 迫田委員 

（2）各委員会からの活動成果報告(5 件) 

<CFT 造普及委員会> CFT 造構造･設計法研究会 

<都市居住研究委員会> 次世代住空間分科会 

<長寿命建築システム研究委員会> 技術インフラＷＧ,超高層住宅長寿命ＷＧ, 

木質ハイブリッドＷＧ 

[アーバン･ハウジング･フォーラム]※講師役職名は開催日時点のもの 

第 1 回フォーラム：2025 年 7 月 23 日(水)／Teams 併用開催 

参加者：来場 16 名、Teams14 名 

テーマ：建物完成後の BIM の活用について 
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講 師：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会 

BIM･FM 研究部会長 猪里 孝司 様（大成建設） 

第 2 回フォーラム：2025 年 12 月 1 日(月)／Teams 併用開催 

参加者：来場 18 名、Teams 6 名 

テーマ：国土交通省都市局におけるスマートシティの推進に向けた取組 

講 師：国土交通省 都市局 国際･デジタル政策課 デジタル情報活用推進室 

企画専門官 小林 真大 様 

第 3 回フォーラム：2026 年 2 月 16 日(月)／Teams 併用開催 

参加者：来場 13 名、Teams 6 名 

テーマ：金利ある世界における金利動向と住宅市場等の動向 

住宅政策課題に対する住宅金融支援機構（JHF）の取組 

講 師：独立行政法人 住宅金融支援機構 まちづくり融資部長 竹本 清志 様 

  ハウジングニュース編集委員会 （荒城委員長：鹿島建設） 

構 成 委員：正会員 9 社(9 名)  

年 度 事 業 計 画 新都市ハウジングニュースの企画･編集･発行（年 4 回発行） 

委 員 会 開 催 毎月 1 回程度開催： 

4/22,5/23,6/23,7/18,8/22,10/17,12/19,1/23,2/20,3/27（10 回） 

年 度 事 業 報 告 Vol.116－2025 春号：2025 年 4 月 16 日発行（小島主査） 

特集テーマ：「駅周辺開発による都市の変貌」 

巻頭論文 ：「駅｣と｢まち｣と｢駅前広場｣の変貌 

一般財団法人 計量計画研究所 代表理事 岸井 隆幸 様 

Vol.117－2025 夏号：2025 年 7 月 23 日発行（蔵本主査） 

特集テーマ：｢ZEH-M(ゼッチマンション)の展望 ～環境にやさしい住まいづくり」 

巻頭論文 ：「ZEH･ZEH-M のこれからを考える」  

芝浦工業大学 建築学部長 教授 秋元 孝之 様 

Vol.118－2025 秋号：2025 年 10 月 24 日発行（友景主査） 

特集テーマ：「スポーツとエンターテインメントが織り成す都市・地域の躍動」 

巻頭論文 ：「スポーツによる地域・経済の活性化の施策と未来」 

スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当）付 企画係長 國分 颯様 

Vol.119－2026 冬号：2026 年 1 月 22 日発行（事務局編集） 

特集テーマ：「新都市ハウジング協会 活動報告」 

内  容 ：調査研究発表会(2025 年 10 月 24 日開催)の報告 

知的財産権部会 （山川部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 知的財産権に関わる判例･論考等の輪講 

部 会 開 催 年 4 回程度開催：7/7,9/19,12/15,3/10（4 回） 

年 度 事 業 報 告 第 1 回部会：2025 年 7 月 7 日(月) 開催 

・①｢JETRO「日中オープン･イノベーション知財マニュアル」を読む｣、②｢建設業界に

おける知財の利活用｣をテーマとした内容確認と議論 

第 2 回部会：2025 年 9 月 19 日(金) 開催 

・①｢新都市ハウジング協会 知的財産権取扱規程｣、②｢「経営戦略に資する IP ランド

スケープ実践ガイドブック」を余韻でのゼネコン的考察｣をテーマとした内容確認

と議論 
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第 3 回部会：2025 年 12 月 15 日(月) 開催 

・①｢日本における発明者の決定 paper07_1｣、②｢大学知財ガバナンスガイドライン」

をテーマとした内容確認と議論 

第 4 回部会：2026 年 3 月 10 日(火) 開催 

・①｢中小企業等との知財取引の留意点｣、②｢データ連携について｣をテーマとした

内容確認と議論 

情報･担当者連絡会 

構 成 担当者：正会員 68 社(68 名) 

年 度 事 業 計 画 会員への理事会議案等の説明及び協会活動についての意見交換他 

連 絡 会 開 催 年 2 回実施：5/23,11/21 (2 回) 

年 度 事 業 報 告 

 

 

 

 

第 1 回情報･担当者連絡会：2025 年 5 月 23 日(金) 協会会議室／Teams 併用 

出席者：来場 4 名、Teams16 名 計 20 名 

・2025 年度主要行事について説明 

・2025 年度第１回理事会 各議案の説明及び質疑応答 

・定款等変更について、定款を変更する背景･主旨を説明 

・通常総会、表彰式、懇親パーティーについての開催概要の説明及び懇親パーティー

への出席のご案内 

・進行中 2回に分けて質疑時間を設けたが、出席者からの質問等は出なかった。 

第 2 回情報･担当者連絡会：：2025 年 11 月 21 日(金) 資料公開 

・2025 年度第 2 回理事会議案書綴りを協会ホームページに掲載し、担当者へメールで

ダウンロード URL を案内した。 

※2025 年度末で廃止。2026 年度から理事会議案は窓口担当者へメールで情報提供。 

設備システム部会 （杉岡部会長：大阪ガス） 

構 成 委員：正会員 6 社(6 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 良好な都市居住環境に資する建築設備･施設･内外装等に関し、見学会を企画し、 

見学会を通じて情報収集と発信を行う。 

・見学内容に関連する委員会等への案内を行い、得られた情報を委員会等の活動に

生かす。 

部 会 開 催 年 3 回開催：5/29,8/22,11/12（3 回） 

年 度 事 業 報 告 第 1 回部会：2025 年 5 月 29 日(木) 開催 

・前年度の活動実績を確認 

・2025 年度活動方針等について討議した。 

・第 1 回見学会について検討･討議し、8/22(金)に｢Kurita-Innovation-Hub｣(東京都

昭島市)を見学することとした。 

第 1 回見学会：2025 年 8 月 22 日(金) 開催 

・｢Kurita-Innovation-Hub｣(東京都昭島市)を実施した。 

・第 2 回見学会について検討･討議を行った。 

第 2 回見学会：2025 年 11 月 12 日(水) 開催 

・｢大阪ガスカーボンニュートラルリサーチハブ｣及び｢NEXT21｣(大阪市)を実施した。 

・見学会報告をホームページに記載し活動報告を行った。 

※2026 年度より都市生活システム研究委員会傘下に移行 
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中高層木造木質建築検討部会 （五十田部会長：京都大学 教授） 

構 成 委員：正会員 14 社(15 名)、学識経験者 1 名 

オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 ・中高層建築物への木造木質材料利用を促進するため、今後の産官学の研究協力体制に

よる解決や、法令改正による解決に資する技術的･社会システム的な、協調領域にお

ける共通課題の検討を継続して行う。 

・整理した共通課題に関する情報収集･分析を行い、解決策を検討する。 

※部会の設置期間を 2026 年 6 月まで（有期のＷＧとして）延長する。 

部 会 開 催 年 6 回程度開催：<部会>4/17,6/9,6/10,8/22,10/20,11/20,1/23,2/24（8 回） 

<事前打ち合わせ>11/11,1/9,2/16（3 回） 

年 度 事 業 報 告 ・整理した共通課題について情報収集･分析。課題解決や普及展開へ結びつく内容･手

法等を検討 

・防耐火専門家との意見交換 

・第 2 回部会(6/9) ：国総研 2 名 

・第 4 回部会(8/22)：国交省住宅局参事官(建築企画担当)付企画専門官 1 名） 

・「木材活用を推進する中高層建築モデル｣についての検討 

・鉄骨架構＋CLT 耐震壁のハイブリッド架構等について、部会長より既往研究開発

についての説明（第 3回部会(6/10)、第 5 回部会(10/20)） 

・「RC 架構+木造木質壁･床の木造建築モデル」を対象に今後検討 

・建築基準整備促進事業の事前提案募集に「RC 架構+木造木質壁･床のハイブリッド

架構モデル」を応募。また、林野庁関連事業への応募について検討 

・2025 年度調査研究発表会において、五十田部会長が「中高層木造建築物の展望に

ついて」のテーマにて特別講演を行った。 

※2026 年度より長寿命建築システム研究委員会傘下で常置化 

定款等改訂検討部会 （山田部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 5 社(5 名) 

年 度 事 業 計 画 当協会の目的、事業範囲、会員等、定款及び関係規程等の見直し案の検討をする。 

部 会 開 催 4/2,4/11*（*メール開催） 

年 度 事 業 報 告 ・定款変更案及びその解説を作成し、定款変更案を第 1回理事会、総会に諮り承認さ

れた。 

・規則･規定等の構成改正案を作成し、第 1 回理事会に諮り承認された。 

・2025 年 6 月末日を以って活動終了し、同年 7 月の運営委員会において廃止が承認さ

れた。 

協会設立 30 周年事業検討部会 （山田部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 13 社(17 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 ・記念行事の主要事項に関する企画 

・ＷＧ報告 

・情報･意見交換 

・全体予算検討 

・協会組織体制の見直し等 

部 会 開 催 毎月 1 回開催： 

4/22,5/26,6/24,7/22,8/26,9/24,10/28,11/20,12/23,1/27,2/25,3/24 (12 回) 
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年 度 事 業 報 告 記念行事（式典･パーティー） 

・記念式典･記念講演･パーティーを、2026 年 6 月 19 日(金)にホテルグランドアーク

半蔵門にて、2026 年度通常総会にあわせ開催する。 

・2026 年度調査研究発表会(10/23)において、記念行事として特別講演を実施する。 

新中長期ビジョンの策定 

・2025 年度第 2 回臨時理事会にて承認された。 

記念誌編集･発行（記念誌発行等ＷＧ） 

・新都市ハウジングニュース 2026 年春夏合併号(Vol.120)を、協会設立 30 周年記念

誌として 2026 年 6 月に発行する。 

30 周年記念ロゴ制定 

・30 周年記念ロゴデザインを決定、ノベルティの活用方法を決定した。 

ホームページの改訂 

・ホームページを見直し、2026 年 4 月に公開した。 

協会組織体制の見直し 

・協会組織体制の変更が第 12 回運営委員会で承認された。 

  ビジョン策定ＷＧ （山田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 6 社(6 名)  

年 度 事 業 計 画 ・協会ビジョンの見直し 

・アンケート調査 

・特別講演企画･検討 

Ｗ Ｇ 開 催 毎月 1 回開催：4/14,6/5,7/2,7/16,8/6,9/3,9/26,10/1,11/17,12/3,1/7,2/4 (12 回) 

年 度 事 業 報 告 新中長期ビジョン案の作成 

・新都市ハウジング協会の活動に関するアンケート調査を実施(4/25 発信）、各委員会

及び委員からの回答･意見を集計･集約し、報告書を作成した。(委員宛回答率 57％：

114／201、窓口宛回答率 53％：37／70、全体回答率は 56％：151／271) 

・新しく見直した定款、アンケート調査結果等をもとに、新中長期ビジョン案を作成

した。 

記念講演(記念式典)･講演者選定 

・2026 年 6 月 19 日の記念講演を、東京大学大学院･大月敏雄教授 及び 国土交通省･

住宅局に依頼した。 

協会組織体制の見直し 

・新中長期ビジョンの策定にあわせ、対応する組織体制の見直しを行った。 

  記念誌発行等ＷＧ（山田主査：東京ガス） 

構 成 委員：正会員 5 社(7 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 30 周年記念誌の編集、企画･検討 

Ｗ Ｇ 開 催 5/23,6/23,7/18,9/17,10/17,11/18,12/19,3/27 (8 回) 

年 度 事 業 報 告 ・新都市ハウジングニュース 2026 年春･夏合併号(Vol.120)を「協会設立 30 周年記念

誌」として 2026 年 6 月に発行し、記念式典で配付することを決定した。 

・巻頭企画として協会設立時の関係者 3 名(国交省 OB･学識経験者･ゼネコン出身者)と

国土交通省住宅局住宅生産課長による座談会を 11/4 に実施した。 

・記念誌の内容とページ構成について 10 周年、20 周年記念誌を参考に決定した。 

・学識経験者、委員会関係者に寄稿依頼し、編集･校正を行った。 

・資料編として沿革、組織･役員の変遷、各種活動の 10 年間の履歴等を整備した。 
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ＣＦＴ造普及委員会等 

組 識 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＣＦＴ造普及委員会 （中尾委員長：日本設計） 

構 成 委員：正会員 4 社(7 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造の普及･技術指導･研究開発事業の展開を図る。 

１．CFT 造の普及事業 

（1）施工技術習得指導の実施 (技術普及小委員会) 

（2）施工管理技術者認定試験及び更新講習の実施 

(CFT 造施工部会、CFT 造施工管理技術者制度部会) 

（3）施工管理技術者制度及び施工技術ランク制度の整備 

(CFT 造施工部会、技術普及小委員会） 

（4）技術基準･技術指針等の改訂 

(技術基準等小委員会、CFT 造施工部会、CFT 造耐火設計部会) 

（5）設計･施工技術者への参考資料の提供 

(技術基準等小委員会、CFT 造施工部会、CFT 造耐火設計部会) 

（6）CFT 造建物の普及状況の調査 (CFT 造建物実績調査アンケートの実施) 

（7）CFT 造に係る制度の整備･改善の検討 

（8）行政、確認検査機関等との連携の検討 

（9）CFT 造技術の海外展開の検討（技術普及小委員会） 

２．CFT 造の技術指導事業 

（1）指針適合の技術指導 (CFT 造適合部会） 

（2）施工計画の技術指導 (CFT 造施工部会） 

（3）耐火設計の技術指導 (CFT 造耐火設計部会） 

３．CFT 造関連の研究開発事業 (CFT 造研究開発小委員会) 

（1）必要な開発課題の抽出  

（2）研究会の編成と柔軟な研究開発の推進 

（3）研究開発成果の事業への反映 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 適 合 部 会 

ＣＦＴ造施工管理技術者制度部会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 耐 火 設 計 部 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 施 工 部 会 

技 術 普 及 小 委 員 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 研 究 開 発 小 委 員 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 普 及 委 員 会 

ＣＦＴ造技術基準等小委員会 

国 際 普 及 Ｗ Ｇ 

ＣＦＴ造構造･設計法研究会

ＣＦＴ造耐火設計法研究会
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委 員 会 開 催 毎月 1 回開催(原則第 2水曜日)： 

4/9,5/14,6/11,7/9,8/21,9/17,10/8,11/12,12/12,1/14,2/18,3/11 (12 回) 

年 度 事 業 報 告  各部会･小委員会･研究会の活動を確認した。 

１．普及事業の推進 

・施工技術習得指導の実施を確認し承認 

・CFT 造施工管理技術者更新講習の実施を確認し承認 

・CFT 造施工管理技術者認定試験問題を承認 

・CFT 造施工管理技術者認定試験の実施(10/3）及び合格者の承認 

・「CFT 造技術基準･技術指針」改訂に関して、技術基準等小委員会及び施工部会

の実施を確認 

・CFT 造建物実績調査アンケートの実施･集計･HP アップの確認 

・施工管理技術者制度及び施工技術ランク制度を確認 

２．技術指導事業の推進 

・施工計画の技術指導の終了報告の確認 

・指針適合･耐火設計･技術習得指導の終了報告の確認 

３．研究開発事業の推進 

・研究開発小委員会の方向性･進捗を確認 

・CFT 造構造･設計法研究会の実施計画と進捗を確認 

・CFT 造耐火設計法研究会の実施計画と進捗を確認 

ＣＦＴ造適合部会 （淺岡部会長：鹿島建設） 

構 成 委員：正会員 2 社(3 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術指針に基づき設計された CFT 造柱及び関連部位について技術指導を行う。 

・申請建物の指針適合技術指導の実施、普及委員会への報告 

部 会 開 催 適宜開催：9/16,10/17（2 回） 

年 度 事 業 報 告 指針適合技術指導  受付 1 件／終了 1 件 

ＣＦＴ造耐火設計部会 （丹羽部会長：大林組） 

構 成 委員：正会員 11 社(12 名)、オブザーバー：4 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造耐火設計指針に基づき設計された CFT 造柱及び関連部位について技術指導を 

行う。また、CFT 造耐火設計関連技術資料を継続的に整備する。 

・申請建物の耐火設計に関する技術指導及び普及委員会への報告 

・「CFT 造耐火設計指針」のフォロー･整備 

・普及のための技術資料の整備 

部 会 開 催 適宜開催：開催なし 技術指導の発生時及び CFT 造耐火設計法研究会と同時開催 

年 度 事 業 報 告 ・耐火設計技術指導        受付 0件／終了 0件 

  耐火設計指針使用許諾     受付 0件／許諾 0件 

・CFT 造耐火設計法研究会への協力（会議参加） 

  

－12－ (一社)新都市ハウジング協会



ＣＦＴ造施工部会 （淺岡部会長：鹿島建設） 

構 成 委員：正会員 11 社(12 名)  

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術指針に基づき作成された施工計画書の技術指導及び CFT 造施工管理技術者

への技術講習を行う。また、CFT 造施工関連の制度の整備及び技術資料の整備を継続

的に実施する。 

・申請建物の施工計画に関する技術指導、普及委員会への報告 

・施工管理技術者制度･施工ランク制度の整備 

・講習会の開催 

（1）施工管理技術者更新講習（7/25,7/30 東京） 

（2）施工管理技術者認定試験における講習（10/3 東京） 

・「CFT 造技術指針」等の整備･改訂 

・普及のための技術資料の整備 

部 会 開 催 毎月 2 回開催(原則第 2,4 月曜日)： 

4/7,4/21,5/12,5/27,6/9,6/23,7/14,7/28,8/25,9/8,9/24,10/14,10/27, 

11/10,11/25,12/8,1/13,1/26,2/9,2/24,3/9,3/23 （22 回） 

年 度 事 業 報 告 ・施工計画技術指導の実施  受付 15 件／終了 15 件（前年度受付 1件を含む） 

・施工技術ランク制度の運用 受付 2 件／認定 2 件（技術普及小委員会と合同） 

・講習会の開催 

・施工管理技術者更新講習を実施（7/25,7/30） 

会場：AP 日本橋 更新者：517 名 

・施工管理技術者認定試験における試験前講習を実施（10/3） 

会場：AP 日本橋 受講者：365 名(更新講習の代替での受講者 10 名を含む) 

・「CFT 造技術指針」等の整備･改訂 

・改訂講習会の説明資料作成 

・改訂講習会の準備及び実施（動画配信） 

・普及のための技術資料の整備 

・技術指導申請書式(記入例)の改訂、改訂指針の正誤表の HP 公開 

ＣＦＴ造施工管理技術者制度部会 （中村部会長：大成建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(7 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造施工管理技術者認定試験を実施する。（資格登録のための認定試験の実施） 

・試験問題の作成及び認定試験の準備 

・認定試験の実施(10/3) 

・答案の採点、合格点及び合格者数を決定し、普及委員会へ報告 

部 会 開 催 年 11 回開催(認定試験日も含む)： 

3/28,4/18,5/16,6/13,7/11,7/31,8/28,10/5,10/10,10/20,10/31（11 回） 

年 度 事 業 報 告 資格登録のための認定試験の実施 

（1）試験問題の作成及び認定試験の準備 

（2）施工管理技術者認定試験の実施(10/3) 

会場：AP 日本橋 受験者：355 名(受付 370 名) 

（3）採点、合格者の決定及び普及委員会への報告 242 名合格 
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技術普及小委員会 （神代委員長：大林組） 

構 成 委員：正会員 3 社(3 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 建設業者に対する施工技術習得指導を実施する。 

・未経験企業等に対する CFT 造施工技術の習得指導 

・技術ランクに応じた CFT 造施工技術の習得指導 

委 員 会 開 催 指導進捗･相談に応じて適宜開催： 

 5/15,6/5,6/18,7/1,8/1/,8/26,9/19,10/21,11/6,12/18,1/20,2/20（12 回） 

年 度 事 業 報 告 ・受付 2 件／終了 2 件 

 国際普及ＷＧ （香田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術の海外展開を検討する。 

・ISO 規準化への対応、国際普及のための活動 

Ｗ Ｇ 開 催 適宜開催：開催なし 

年 度 事 業 報 告 CFT 造技術の海外展開 

・CFT 造の ISO 基準案への対応 

・同分野 ISO の日本側窓口である日本コンクリート工学会をサポート 

ＣＦＴ造技術基準等小委員会 （出雲委員長：大成建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(10 名)、協力委員：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造関連技術資料を継続的に整備する。 

・「CFT 造技術指針」等の運用･整備･改訂 

・普及のための技術資料の整備 

小 委 員 会 開 催 年 6 回程度開催：5/30,8/5,9/19,10/16,11/28,1/30,3/6（7 回） 

年 度 事 業 報 告 CFT 造関連技術資料の運用･整備･改訂 

・｢コンクリート充填鋼管（CFT）造 技術基準･同解説」（通称クリーム本)の改訂作業 

ＣＦＴ造研究開発小委員会 （5月まで福元委員長：鹿島建設、6月から平田委員長：大林組） 

構 成 委員：正会員 2 社(2 名) 

年 度 事 業 計 画 傘下の CFT 造構造･設計法研究会、CFT 造耐火設計法研究会の目標並びに進捗の確認 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

・研究開発成果の活用 

小 委 員 会 開 催 年 4 回程度開催：5/8,8/20,10/6,11/7,2/13（5 回） 

年 度 事 業 報 告 傘下の 2 研究会の目標並びに進捗を確認 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出：傘下の研究会からの報告確認 

・CFT 造に係わる研究開発の推進:傘下の研究会からの報告確認 

・研究開発成果の活用:CFT 造構造･設計法研究会の成果報告書を HP にアップ 
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 ＣＦＴ造構造･設計法研究会（平田主査：大林組） 

構 成 委員：正会員 15 社(16 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造に係わる研究開発を実施し、技術指針等への展開を図る。 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

研 究 会 開 催 年 8 回程度開催：4/24,6/3,7/24,9/5,10/2,11/6,12/5,1/22,2/27,3/16（10 回） 

年 度 事 業 報 告 CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・次年度からの研究開発テーマの提案検討と決定：主テーマ「CFT 造における柱梁

接合部･パネルゾーンの設計合理化および貫通孔の評価」、サブテーマ「CO₂削減･

環境負荷低減に着目した CFT 造」を委員アンケートで選定 

CFT 造に係わる研究開発の推進 

・昨年度までの成果報告書の纏めと HP へのアップ 

2025 年度調査研究発表会において平田主査が｢CFT 柱の座屈長さ簡易評価手法の実

設計への適用に関する検討｣のテーマで発表した。 

 ＣＦＴ造耐火設計法研究会 （西村主査：竹中工務店） 

構 成 委員：正会員 13 社(19 名)、オブザーバー：4 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造に係わる研究開発を実施し、技術指針等への展開を図る。 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

研 究 会 開 催 年 5 回程度開催：4/25,8/25,10/27,12/11,2/16（5 回) 

年 度 事 業 報 告 ・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出：「CFT 造耐火設計指針」の運用基準見直しのた

めの「無耐火被覆 CFT 造柱を用いた既存建物の火災時構造安全性に関する見解」の

報告 

・CFT 造に係わる研究開発の推進案件の検討 
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 都市居住研究委員会等 

組 織  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 都市居住研究委員会（井上委員長：竹中工務店） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 環境にやさしく安全で魅力的な都市型集合住宅の実現に資する調査研究を通して、 

21 世紀における良好な都市居住環境の形成を促進する。 

・都市居住関連調査研究の推進 

・調査研究成果の普及･PR の推進 

・今後の新規テーマの検討 

委 員 会 開 催 年 4 回開催：4/23,7/17,10/16,1/15（4 回） 

年 度 事 業 報 告 第 1 回委員会：2025 年 4 月 23 日(水) 開催 

（1）各研究会･分科会の 2024 年度事業報告と 2025 年度事業計画の審議 

（2）分科会等の 2024 年度第 4 四半期の活動状況報告と今後の活動計画の審議 

（3）エネルギーシステム研究会の廃止について、委員の意見や経緯等の報告 

（4）協会の活動に対する問題点や今後の取り組むべきテーマについて協議 

第２回委員会：2025 年 7 月 17 日(木) 開催 

（1）分科会等の 2025 年度第 1 四半期の活動状況報告と今後の活動計画の審議 

（2）協会の活動に対する問題点や今後の取り組むべきテーマについて協議 

第３回委員会：2025 年 10 月 16 日(木) 開催 

（1）各研究会･分科会の 2025 年度上半期事業報告と下半期事業計画の審議 

（2）分科会等の 2025 年度第 2 四半期の活動状況報告と今後の活動計画の審議 

（3）協会の活動に対する問題点や今後の取り組むべきテーマについて協議 

第４回委員会：2026 年 1 月 15 日(木) 開催 

（1）分科会等の第 3 四半期の活動状況報告と今後の活動計画の審議 

（2）2026 年度 功績賞･功労賞への候補者推薦に関する協議 

（3）協会の活動に対する問題点や今後の取り組むべきテーマについて協議 

 

 

  

エネルギーシステム研究会 

都市環境研究会 マ ン シ ョ ン LCP 分 科 会 

住宅計画研究会 
次 世 代 住 空 間 分 科 会 

都 市 型 住 宅 分 科 会 

都市居住研究委員会 

※塗りつぶしの部会は、2025 年 6 月末で活動を終了し 7 月で廃止した。 
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 都市環境研究会 

  マンション LCP 分科会 （村田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 4 社(4 名)、協力委員：2 名、オブザーバー：2名 

年 度 事 業 計 画 ・マンション LCP に関する社会動向等の調査研究 

・自治体の LCP に関する制度･施策等の調査 

・LCP マンション先進事例、企業の LCP 支援の先進事例等の調査 

・令和 6 年能登半島地震での LCP 対応事例等の調査 

・生活継続力評価 Web システム「LCP50＋50」の普及･PR 

分 科 会 開 催 年 5 回程度開催：5/13,6/11,7/17,10/22,12/22,1/21,3/13（7 回） 

年 度 事 業 報 告 ・マンション LCP に関する社会動向等の調査研究 

・Tec Residence 見学会の開催（6/11，1/21） 

蓄電池システムの非常時の電力供給についての実証実験、EV 車のバッテリー等

を利用した仕組み 

・防災･LCP に関する先進的取り組みの情報共有 

集合住宅防災ハンドブック等の紹介 

マンション管理センターの防災対策事例集 

タワーマンションへのガス発電を最大限活用した LCP 提案 

・自治体の LCP に関する制度･施策等の情報収集 

・企業の LCP 支援の先進事例の情報収集 

・令和 6 年能登半島地震のマンション被害等の調査報告と対策事例 

・生活継続力評価 Web システム｢LCP50+50｣の普及･PR 

・Web システムの内容チェック･記事更新 

 住宅計画研究会 

  次世代住空間分科会 （小野澤主査：三井住友建設） 

構 成 委員：正会員 8 社(9 名) 

年 度 事 業 計 画 ・次世代の集合住宅のモデルとなる先進事例の調査研究(視察、文献調査等) 

・CLT 等の木造木質化、コミュニティの活性化、スマートシティ、グッドデザイン

賞、等の動向調査を継続 

・注目物件の情報を収集し、完成時に見学会を開催 

・調査報告書の協会ホームページでの公開等を通じた情報共有 

分 科 会 開 催 毎月 1 回開催：

4/7,5/12,7/7,8/4,9/1,10/6,10/29,10/31,11/10,12/17,1/19,1/22,3/2（13 回） 

年 度 事 業 報 告 ・次世代の集合住宅のモデルとなる先進事例の調査研究 

・『VILLA COUCOU』（住宅遺産トラストに掲載された 1957 年竣工した建築家吉阪

隆正設計の住宅)を見学(10/29) 

・『粟津邸』（住宅遺産トラストに掲載された 1972 年竣工した建築家原広司設計

の住宅）を見学(10/31) 

・『kinone 東久留米』（RC 造 8 階建ての賃貸住宅で、動植物と共生した複合施設）

を見学（12/17） 

・『プラウドタワー相模大野クロス』（設計･監理、施工：三井住友建設、地上 41

階、地下 3階、総住戸 687 戸）を見学（1/22） 

・新建築等に記載された共同住宅の案件について、資料や映像等を全委員で共有

し、今後の見学先候補の検討を継続し、意見交換等を実施 

・上記の見学会報告書を協会 HP に掲載(会員限定で公開) 

－17－ (一社)新都市ハウジング協会



・2025 年度の調査研究発表会において、小野澤主査が『多様化する住まい方と住空

間』のテーマにて発表 

  都市型住宅分科会 
(5 月まで 森本主査：日本設計、6 月から 瀬口主査：大和ハウス工業） 

構 成 委員：正会員 10 社(10 名) 、オブザーバー：1名 

年 度 事 業 計 画 １.｢超高層住宅を看取る」をテーマとして、超高層住宅の寿命、それに関わる価値

の維持の面から見た成功例と失敗例についての調査･研究の継続 

２.低層高密度共同住宅、木造の町屋･長屋の実態調査と立地都市との関わりあいの

調査分析の試行 

３.老朽化した高層･超高層住宅の大規模リノベーションの提案に向けての検討 

４.共同住宅と非住宅用途相互のコンバージョンにおける課題の調査検討 

５.各委員の設計実績をラウンドテーブルミーティング形式で意見交換 

６.今期の活動について｢超高層住宅技術の情報集約｣を新たなテーマとして調査研究

を実施（追加） 

分 科 会 開 催 毎月 1 回開催： 

4/10,5/8,6/12,7/10,8/7,9/11,10/9,11/13,12/18,1/8,2/12,3/12（12 回） 

年 度 事 業 報 告 １.及び５. 

ラウンドテーブルミーティングについて、2024 年度の総括を実施 

６.(1)超高層住宅の住戸プランを持ち寄り、意見交換を実施 

６.(2）超高層住宅関連の技術を各社で持ち寄り、意見交換を実施 

・「各社の保有する技術」を委員で閲覧し意見交換を実施 

・対象とする案件について、外観写真等について意見交換を実施 

・過去の調査総合報告書の概要を参考にし、その中で公開可能な項目を検討 

※２.～５.については、主査が交代し年度事業計画が変更になったことにより実施

せず。 

 エネルギーシステム研究会 （二宮主査：東京ガス） 

構 成 委員：正会員 13 社(13 名) 

年 度 事 業 計 画 住宅分野における IoT 要素を含めた新技術の最新動向の調査･研究を継続し、建築、 

設備及びエネルギーシステム等についての政策動向、市場調査･研究を実施する。 

研 究 会 開 催 年 1 回開催：5/23(1 回) 

年 度 事 業 報 告 第 1 回研究会(見学会)：2025 年 5 月 23 日(金) 開催 

見学先：エリーパワー(株)大型リチウムイオン電池工場 

参加者：10 名 

・工場概要の説明を受けた後、リチウムイオン電池の製造工程(電極の混錬工程か

ら完成に至るまでの自動化システム)や室内外に設置された大型産業用蓄電池シ

ステム等を見学した。 

研究会廃止について 

・研究会の課題及び存続の是非について、委員を対象にアンケート調査を実施。 

・アンケート結果を 2025 年度第 1 回都市居住研究委員会(4/23 開催)に報告し、審議

の結果、研究会廃止案が承認されたことから、2025 年 6 月をもって研究会を廃止

した。 
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長寿命建築システム研究委員会等 

組 織 

 

 
 
 

 

長寿命建築システム研究委員会 （川崎委員長：市浦ハウジング＆プランニング） 

構 成 委員：正会員 7 社(8 名)、賛助会員１社（１名）、個人会員 2 名 

年 度 事 業 計 画 当協会のこれまでの研究成果を活用し、「建築の長寿命化」という観点で、長期優良

住宅等の長寿命建築に関わる技術基盤整備と普及促進に向けた新たなタスクフォース

研究を設定して取り組む。 

委 員 会 開 催 年 4 回開催：6/30,10/22,2/12,3/25(4 回) 

年 度 事 業 報 告 第 1 回委員会：2025 年 6 月 30 日(水）開催 

（1）各部会･ＷＧの 2025 年度事業計画の審議 

（2）当委員会関連活動の普及推進に関する検討 

（3）協会関連活動の報告 

第 2 回委員会：2025 年 10 月 22 日(水）開催 

（1）各部会･ＷＧの 2025 年度上半期事業報告と下半期事業計画の確認･検討 

（2）2025 年度の各部会･ＷＧの活動における提案 

（3）協会関連活動の報告 

第 3 回委員会：2026 年 2 月 12 日（木）開催 

（1）各部会･ＷＧの 2026 年度 4-5 月暫定事業計画の確認･検討 

（2）当委員会関連活動の普及推進に関する検討 

（3）協会関連活動の報告 

第 4 回委員会：2026 年 3 月 25 日(水) 開催 

（1）各部会･ＷＧの 2025 年度事業報告と 2026 年度事業計画の確認･検討 

（2）次年度以降の各部会･ＷＧの活動における提案 

（3）協会関連活動の報告 

  

長 期 優 良 住 宅 等 検 討 部 会 

長寿命建築システム研究委員会 

 

耐震性能に基づく性能表示検討部会 

技 術 イ ン フ ラ Ｗ Ｇ 

超 高 層 住 宅 長 寿 命 化 Ｗ Ｇ 

木 質 ハ イ ブ リ ッ ド Ｗ Ｇ 
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長期優良住宅等検討部会 （吉田部会長：長谷工コーポレーション） 

構 成 委 員：正会員 19 社(19 名)、賛助会員 1社（1 名） 

オブザーバー：4 名（国土交通省、都市再生機構、住宅金融支援機構） 

協 力 委 員：1 名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 ｢長期優良住宅｣等の関連施策に対応し､協会としてこれまで蓄積した建築･住宅の長寿

命化に関する技術･知見を活用し､長寿命集合住宅の普及促進と進化向上を目的とする

調査研究を行う。 

・国土交通省住宅関連施策動向の調査 

・長期優良住宅の認定要件･技術基準の見直しへの検討 

・長期優良住宅認定物件(マンション)の情報収集 

部 会 開 催 年 2 回開催：4/17,2/6 (2 回) 

年 度 事 業 報 告 国土交通省住宅関連施策動向の調査 

・4/17 の部会内で講演会を開催 

・基整促 M13｢大規模地震発生後の RC 造共同住宅の継続使用性評価手法に関する検

討｣の 2024 年度調査報告(耐震性能に基づく性能表示検討部会 楠部会長) 

・長期優良住宅制度に関する最近の話題(国交省 住宅局 種子田住宅生産課長補佐) 

長期優良住宅の認定要件･技術基準の見直しへの検討、長期優良住宅認定物件(マンシ

ョン)の情報収集 

・前年度実績アンケートを 8 月に実施し、参画会社 20 社中 13 社から回答あり(回答

率：65％） 

・長期優良住宅認定基準関連の情報共有、アンケート結果を踏まえた改善に向けた意

見･要望の情報共有を部会メンバーに行った。 

技術インフラＷＧ （山﨑主査：個人会員-国際建設技術情報研究所） 

構 成 委  員：正会員 8 社(8 名)、個人会員 1 名 

オブザーバー：2 名 

年 度 事 業 計 画 既存中高層共同住宅を対象としたアップフロントカーボン･オペレーショナルカーボ

ンとエンボディットカーボンのバランスを図りカーボンニュートラルを目指す段階的

な省エネ･省 CO2 性能向上に資する計画･評価方法の検討を実施する。 

【採択事業】3/31 付で採択(補助金額 750 万円) 

『令和 7年度住宅･建築物カーボンニュートラル総合推進事業(省エネ性能等の質

の向上を図る住宅･建築物のリフォーム促進に係る調査、普及･広報）』 

１.性能向上改修推進における課題整理 

２.性能向上改修技術の抽出と適用事例の調査･評価及び2050年に向けた性能向上･

課題等に関する調査･整理 

３.性能検討に基づくアップフロントカーボン･オペレーショナルカーボン･エンボ

ディットカーボン(アップフロントカーボン以外)の削減効果の検討 

４.既存SI型中高層共同住宅の長寿命化に向けた段階的な省エネ･省CO2改修等の性

能向上改修のモデル設計、及びそれに基づくアップフロントカーボン･オペレー

ショナルカーボン･エンボディットカーボン(アップフロントカーボン以外)の

バランスを図る段階的な改修計画方法、効果的な改修プロセスによる省エネ･省

CO2性能等の評価方法の検討 

５.既存中高層共同住宅の省エネ･省 CO2 改修を促進するための効果的な仕組みの検討 

Ｗ Ｇ 開 催 年 10 回開催：5/20,7/15,8/19,9/16,10/21,11/18,12/16,1/20,2/17,3/17(10 回) 
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年 度 事 業 報 告 （交付申請）4/24 付で交付決定通知（補助金額 750 万円） 

『省エネ性能等の質の向上を図る住宅･建築物のリフォーム促進に係る調査、普及･広報 

（ア）住宅･建築物の改修に係るLCCO2削減を考慮した技術や手法等の検討 

（イ）住宅の省エネ改修に係る評価手法等に係る調査･検討』 

１.省エネ･省CO2改修に係る性能向上技術の導入･更新における課題を整理 

２.性能向上改修技術の抽出と適用事例の調査･評価及び2050年に向けた性能向上･

課題等に関する調査･整理 

・サーキュラーエコノミーに対応可能な省エネ･省CO2改修等の性能向上改修技術

として29技術を抽出し、その29適用事例とともに調査･評価 

・幕張ベイタウンパティオス6番街、YKKパッシブタウン第5期、麻布台ヒルズ、長

寿丸ハイツの5事例を視察調査し、適用技術の適用条件、効果及び性能向上上の

課題を調査 

３.性能検討に基づくアップフロントカーボン･オペレーショナルカーボン･エンボ

ディットカーボン(アップフロントカーボン以外)の削減効果の検討（継続） 

・省エネ･省CO2材料、高性能省エネ･省CO2設備及び省CO2エネルギー資源等の

性能調査 

４.既存SI型中高層共同住宅の長寿命化に向けた段階的な省エネ･省CO2改修等の性

能向上改修のモデル設計、及びそれに基づくアップフロントカーボン･オペレー

ショナルカーボン･エンボディットカーボン(アップフロントカーボン以外)のバ

ランスを図る段階的な改修計画方法、効果的な改修プロセスによる省エネ･省CO2

性能等の評価方法の検討 

・既存SI型中高層共同住宅の検討モデルの設定 

５.既存中高層共同住宅の省エネ･省CO2改修を促進するための効果的な仕組みの検討 

・上記成果をとりまとめた報告書を国交省へ提出（締切 3/31） 

（1）10/22：中間報告 

（2）12/16：国交省にて中間報告 

（3） 3/23：完了実績報告書提出 

（4） 3/31：｢補助金の額の確定通知書｣受理（750万円） 

６．2025年度調査研究発表会において、山﨑主査が「既存共同住宅の省エネ・省CO2改

修等に係る課題検討と事例調査」のテーマにて発表した。(追加) 

耐震性能に基づく性能表示検討部会 （楠部会長：東京大学地震研究所 教授） 

構 成 委 員：正 会 員1 社(1 名)、学識経験者等 9 名（建築研究所他) 

オブザーバー：4 名（国土交通省） 

協 力 委 員：3 名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 『応答に基づく損傷制御性等の評価手法技術の構築とその普及の検討、及び地震後継続

使用性能の評価基準整備に資する検討』を事業名として活動する。 

【採択事業】3/21 付で採択(補助金額 5,000 万円) 

基整促Ｍ13『令和 7 年度大規模地震発生後の RC 造共同住宅の継続使用性評価手法

に関する検討』 

・地震時の部材の損傷低減に効果のある新技術を対象に構造実験を実施することで、

当該技術を使用したときの建築物の応答に基づく損傷制御性等の有効性を検証し、

評価方法を構築する。 

・上記の結果に基づき、評価方法基準等への地震後継続使用性能の評価基準の整備に

資する技術資料をまとめる。 

<ＷＧ１> 

・方立壁を対象として応答評価･損傷評価の実施 
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<ＷＧ２> 

・3 層架構内のダンパーの挙動の評価(モデル化)  

・適用範囲拡大のための検討(北構面壁(既往の実験有り、ALC 壁)･梁と梁の接続、段

差梁、ヒンジリロケート梁･柱梁接合部損傷低減、スラブ付き梁) 

<ＷＧ３> 

・Web プログラム(応答評価･損傷評価･安全限界点(曲げ降伏後のせん断破壊)の評

価）の開発･検討 

部 会 開 催 年 3 回開催：7/9,11/14,2/5（3 回） 

年 度 事 業 報 告 『大規模地震発生後の RC 造共同住宅の継続使用性評価手法に関する検討』に応募

し、3/21 付で採択、4/16 付にて補助金額(5,000 万円)交付決定, 2026/2/18 付で

補助金交付決定変更増（補助金額 770 万円） 

・(株)堀江建築工学研究所(共同事業者)、新都市ハウジング協会、(国研)建築研究所

の三社間で共同研究協定書を締結 

・第 1 回部会(7/9)で、採択された検討内容について方向性を検討、検討項目の整理･

割振り、検討計画を作成 

・検討計画に沿って以下のとおり実施した。 

１.(1）検討項目等整理〔以下(2)～(4)〕、技術的知見の収集 

(2）応答に基づく損傷制御性等に有効な新技術の抽出 

(3）実験計画、試験体製作及び実験の実施 

・損傷低減効果を確認するための制振ダンパーを組み込んだ三層実大架構試

験の検証と考察、データ整理、１層実大架構実験試験体の製作と実施 

(4）既往の構造計算プログラム調査及び応答に基づく損傷制御性等の有効性の 

検証、評価方法の検討 

・構造計算プログラム(保有水平耐力計算法プログラム)メーカーとの協議 

・応答評価 Web システムの改良仕様の検討 

・現状の一貫構造プログラムから出力する損傷評価用データの検討 

２.上記計画に従って、成果を取りまとめて国交省へ報告書を提出（締切 2/26） 

(1）10/21：M13 調査報告書中間報告提出 

(2） 3/13：M13 調査報告書最終提出 

(3）  4/3：補助金確定通知書受領 

・2025 年度調査研究発表会において、迫田委員が「大規模地震発生後の RC 造共同住

宅の継続使用性評価手法に関する検討」のテーマにて発表 

超高層住宅長寿命化ＷＧ（齋藤主査：住総研） 

構 成 委 員：正会員 3社（4 名）、賛助会員１社（１名）個人会員 3名 

オブザーバー：14 名（学識経験者等） 

協 力 委 員：1 名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 １.高層住宅と超高層住宅の設備改修工事のコスト差の要因等について調査 

・対象：スカイシティ南砂(超高層 28 階)、シャンボール三田(高層 13 階) 

・対象工事 縦排水管更新工事等 

・比較検討などによる高コスト要因の分析など想定 

・R7 年度マンションストック長寿命化等モデル事業の後継事業に応募 

２.国土交通省標準長期修繕計画項目について、超高層住宅での項目見直し案作成(追

加) 

Ｗ Ｇ 開 催 年 13 回開催： 

4/16,5/21,6/12,6/18,7/16,8/20,9/17,10/15,11/19,12/17,1/21,2/18,3/18(13 回) 
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年 度 事 業 報 告 １.(1)『短工期･低価格･防災対応･災害時復旧に資する、高層マンション住戸内共用排

水管等改修工事の工事改善手順計画(プロセスデザイン)の検討と、改修周期を

伸ばす超長期修繕計画検討、マンション長寿命化対応検討』を実施 

【採択事業】7/24 付で採択（補助金額 300 万円） 

『令和 7 年度マンションストック長寿命化等モデル事業の後継事業』に応募

(5/27) 

・総事業費：390 万円 

・対象：縦排水管更新新築工事等(計画支援) ／ シャンボール三田(高層 13 階) 

・高コスト要因の分析など想定 

・改修周期を伸ばす超長期修繕計画検討対応と修繕金不足により一時借入案他 

以上の調査結果をまとめた報告書を国交省へ提出（締切 2/20） 

1）11/25,12/17：中間報告 

2）1/30：完了実績報告書提出 

3） 2/3：「補助金の額の確定通知書」受理（300 万円） 

１.(2）シャンボール三田管理組合と業務委託締結(9/1) 

1）委託料 総事業費 429 万円（消費税含む） 

※補助金の額を相殺した金額を受領する 

2）契約期間 2025 年 9 月～2026 年 2 月 

3）3/11 管理組合から 129 万円受領 

２.国土交通省標準長期修繕計画項目について、超高層住宅での項目見直し案作成 

(追加) 

・チェックリストの作成 

３.2025 年度建築学会大会(九州)にて発表した昨年度の成果内容が、マンションタイ

ムズ 10 月号に掲載された。(追加) 

４. 2025 年度調査研究発表会において、齋藤主査が「既存超高層集合住宅の長寿命化

に向けた改修の現状と課題」のテーマにて発表 (追加) 

木質ハイブリッドＷＧ（増田主査：清水建設） 

構 成 正会員：7 社(12 名) 

オブザーバー：3 名(学識経験者他） 

協力委員：1名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 中大規模建築物等における木材の活用促進を目的とした「定尺寸法の木材を用いた中高

層ハイブリッド架構システムの開発及び普及」を実施する。 

【採択事業】3/31 付で採択(補助金額 2,000 万円) 

『令和 7 年度住宅･建築物カーボンニュートラル総合推進事業(定尺寸法の木材を

用いた中高層ハイブリッド架構システムの開発及び普及事業)』 

・R6 年度重ね梁の改良開発 

・PCa 仕口部と木柱および重ね梁の接合方法の検討 

・PCa 仕口部との接合によって端部拘束された重ね梁の構造性能検証 

・モデルプランの検討 

・暴露試験 

Ｗ Ｇ 開 催 年 6 回程度開催：4/21,6/13,8/22,10/23,12/17,2/3（6 回） 
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年 度 事 業 報 告 『令和 7 年度住宅･建築物カーボンニュートラル総合推進事業(定尺寸法の木材を用

いた中高層ハイブリッド架構システムの開発及び普及事業)』 

4/11 付で事業の補助金交付申請 

5/23 付で事業の補助金交付決定(2,000 万円)  

・R6 年度重ね梁の改良開発 

改良された重ね梁接合ディテールの提案検討 

要素実験(押し抜きせん断試験)の実施(9/17-18)と結果報告 

実大実験（重ね梁）の実施（12/3-16）と結果報告 

・PCa 仕口部と木柱および重ね梁の接合方法の検討 

仕口部と木柱および重ね梁の端部接合方法の提案検討結果報告 

・PCa 仕口部との接合によって端部拘束された重ね梁の構造性能検証 

仕口部と接合･端部拘束された重ね梁の解析検討結果報告 

・モデルプランの検討：複数プランの検討を報告 

・暴露試験：継続計測中,計測値と状況の中間報告 

・2025 年度調査研究発表会において、増田主査が「定尺寸法の木材を用いた中高層

ハイブリッド架構システム」のテーマにて発表した。 

※（1）3/25  事業完了実績報告書提出 

（2）4/9   補助金交付額確定通知書受領 
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